
高
校
時
代
の
同
級
生
、
筆
名
ア
ン
ク
ル
さ
ん
こ
と
高
橋

昭
一
君
が
、
次
は
白
馬
山
麓
の
栂
池
に
行
か
な
い
か
と
誘
っ

つ
が
い
け

て
く
れ
た
の
は
、
群
馬
県
の
尻
焼
温
泉
の
帰
途
だ
っ
た
。

長
編
『
奇
妙
な
異
星
人
』
の
主
舞
台
は
、
千
国
街
道

ち

く

に

「
塩
の
道
」
で
あ
る
。
じ
ゃ
あ
「
塩
の
道
」
と
「
栂
池
」

つ
が
い
け

両
方
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
取
材
兼
ね
て
応
じ
た
の
は
残

暑
の
八
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

糸
魚
川
～
松
本
迄
の
「
塩
の
道
」
全
工
程
、
三
十
里(

百

二
十
㎞)

は
二
、
三
日
で
と
て
も
踏
破
不
能
な
の
で
、
せ
め

て
小
谷
村
千
国
界
隈
を
歩
く
事
と
、
懸
案
だ
っ
た
大
町
市

「
塩
の
道
博
物
館
」
「
弾
誓
寺
」
だ
け
は
見
聞
し
た
か
っ

た
ん
せ
い
じ

た
。
結
局
実
際
に
歩
け
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
南
小
谷
駅
か
ら
栂

池
入
口
バ
ス
停
松
沢
口
間
の
通
称
千
国
コ
ー
ス
で
あ
る
。

地
元
観
光
協
会
や
史
跡
文
化
財
保
護
の
人
々
の
手
に
寄

り
、
全
工
程
三
十
里
の
内
、
十
二
里
余
り
が
整
備
さ
れ
歴

史
の
舞
台
か
ら
九
十
年
振
り
に
甦
っ
て
い
る
。
小
谷
村
の

案
内
書
に
寄
れ
ば
、
今
の
旅
人
の
た
め
の
コ
ー
ス
は
五
つ

設
定
さ
れ
て
お
り
、
大
網
峠
越
え
、
地
蔵
峠
越
え
、
高
町

越
え
、
天
神
道
コ
ー
ス
、
そ
し
て
最
も
往
時
の
雰
囲
気
を

今
も
残
す
と
言
わ
れ
る
千
国
コ
ー
ス
が
あ
る
。

越
後
か
ら
の
街
道
は
、
東
道
と
西
道
が
あ
り
、
東
道
が

主
街
道
で
あ
る
。
西
道
は
、
糸
魚
川
隣
町
の
青
海
町
か
ら

虫
川
・
小
滝
・
山
之
坊
を
経
て
、
姫
川
に
架
っ
て
い
た
大

網
橋
で
東
道
に
合
し
て
い
る
。
東
道
は
、
歴
史
書
に
寄
れ

ば
、
厳
密
に
は
二
道
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
糸
魚
川
で

北
陸
道
と
分
岐
し
、
大
野
・
根
知
を
経
て
、
信
越
国
境
に

跨
る
大
網
峠
を
越
え
信
州
に
入
る
。
そ
の
後
暴
れ
川
の
姫

川
と
織
り
成
す
よ
う
に
、
小
谷
村
・
白
馬
村
か
ら
佐
野
坂

を
越
え
、
青
木
・
中
綱
・
木
崎
の
仁
科
三
湖
を
辿
り
大
町

に
至
る
。
途
中
根
知
の
山
口
や
土
戸
で
信
州
に
入
り
、
三

と

ど

坂
・
地
蔵
・
大
峯
の
峠
を
越
え
、
千
国
の
燕
岩
で
、
本
街

つ
ば
く
ら
い
わ

道
に
合
す
る
道
は
千
国
古
道
と
称
さ
れ
る
と
い
う
。
三
坂

峠(

一
二
一
五
㍍)

は
、
街
道
中
最
高
所
で
こ
こ
か
ら
国
境

の
山
々
や
日
本
海
が
望
め
る
。
ブ
ナ
や
ト
チ
、
杉
木
立
の

原
生
林
地
帯
を
辿
る
道
で
、
石
仏
や
地
蔵
堂
が
あ
る
。

前
日
松
本
の
高
橋
君
の
所
に
泊
ま
り
、
翌
朝
高
橋
君
の

運
転
で
大
町
に
向
う
。
最
初
の
訪
問
地
、
「
塩
の
道
博
物

館
」
は
、
庄
屋
・
塩
問
屋
だ
っ
た
平
林
家
の
母
屋
を
主
展

示
場
と
し
て
い
た
。
平
林
家
は
味
噌
・
醤
油
の
製
造
販
売

も
商
う
家
だ
っ
た
由
、
懐
か
し
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
建
物

で
あ
る
。
地
元
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
放
映
カ
メ
ラ
ウ
ー
マ
ン

が
、
入
口
付
近
で
撮
影
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

着
い
た
の
は
未
だ
十
時
前
、
開
館
を
危
ぶ
ん
だ
が
五
百

円
支
払
い
案
内
を
請
う
と
、
中
年
の
女
性
が
に
こ
や
か
に

「
塩
の
道
」
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
大
き
な
上
が
り

框
に
大
き
な
「
鹽
」
の
暖
簾
、
帳
場
に
座
り
高
橋
君
に
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
う
。
観
光
客
も
疎
ら
、
我
々
以
外
に
は

後
か
ら
三
人
連
れ
の
み
。
内
部
に
平
林
家
の
長
持
等
の
調

度
品
や
古
い
機
織
機
、
街
道
の
図
や
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

の
装

具
や
書
付
、
鹽
蔵
・
味
噌
蔵
、
松
本
・
大
町
独
特
の
七
夕

人
形
さ
え
飾
ら
れ
、
隣
接
に
鏑
流
馬
会
館
も
あ
る
民
族
資

料
館
で
あ
る
。
ボ
ッ
カ(
歩
荷)

の
仕
事
で
、
高
賃
金
を
得

ら
れ
た
も
の
の
、
過
酷
な
山
道
の
民
で
背
に
荷
を
担
ぐ

運
送
業
は
、
元
々
そ
れ
自
体
が
商
人
と
兼
業
で
あ
っ
た
。

小
暗
い
杉
子
立
ち
の
間
を
縫
い
、
険
し
い
山
坂
を
幾
つ

も
越
え
て
神
々
が
通
り
、
人
や
牛
が
喘
ぎ
つ
つ
通
っ
て
い

た
千
国
街
道
「
塩
の
道
」
に
兼
業
商
人
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

や
牛
方
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
自
然
に
生
ま
れ
た
。
物
の

本
に
寄
れ
ば
、
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

の
歴
史
は
、
行
商
人
の
発

生
と
期
を
一
に
す
る
と
い
う
。
山
中
に
住
む
三
窩
の
民
と

さ

ん

か

も
同
一
視
さ
れ
る
。
後
に
、
馬
借･

車
借
と
呼
ば
れ
賤
民
視

ば
し
ゃ
く

し
ゃ
し
ゃ
く

さ
れ
、
運
送
に
た
ず
さ
わ
る
河
原
者
と
い
う
民
の
発
生
で

あ
る
。
こ
の
中
か
ら
、
連
雀
商
人
つ
ま
り
店
を
持
た
な
い

れ
ん
し
ゃ
く

で
、
背
に
物
を
担
い
で
歩
く
商
人
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

ボ
ッ
カ(

歩
荷)

や
牛
方
の
服
装
は
、
夏
冬
共
に
外
部
の

着
衣
は
汗
や
雪
を
凌
ぎ
易
い
麻
を
用
い
た
。
麻
の
上
着
に

麻
の
雪
袴
を
穿
く
、
稼
ぎ
時
は
主
に
冬
で
あ
っ
た
の
で
、

蒲
ハ
バ
キ
と
呼
ば
れ
る
、
葡
萄
の
蔓
や
科
の
樹
皮
で
編
ん

し
な

だ
脚
絆
に
、
藁
沓
、
時
に
カ
ン
ジ
キ
を
付
け
、
腰
に
小
さ

シ
ョ
ボ
ケ

な
茣
蓙
を
巻
き
、
頭
は
全
て
粗
い
麻
布
で
覆
い
、
鼻
と
口

ゴ

ザ

は
し
っ
か
り
と
手
拭
で
包
む
。
数
食
分
の
握
り
飯
を
背
負

子
に
付
け
て
歩
き
、
数
人
が
群
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
手

に
は
、
今
で
い
う
ピ
ッ
ケ
ル
代
わ
り
の
荷
杖
棒
を
持
ち
、

ニ
ズ
ン
ボ
ウ

疲
れ
る
と
荷
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
背
負
子
の
下
に
荷
杖
棒

ニ
ズ
ン
ボ
ウ

を
充
て
て
休
ん
だ
。
先
に
鉄
の
氷
斧
が
付
い
て
い
て
、
凍
っ

ト

ビ

た
雪
面
を
削
り
な
が
ら
足
場
を
確
保
し
た
。

ボ
ッ
カ(

歩
荷)

や
牛
方
は
、
頼
ま
れ
れ
ば
時
代
に
よ
り

季
節
に
よ
り
何
で
も
運
ん
だ
。
手
甲
を
付
け
頭
に
頭
巾
の

よ
う
に
手
拭
を
巻
い
た
た
女
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

は
、
手
製
衣

類
か
ら
、
奥
山
の
炭
焼
き
に
入
る
人
の
食
料
か
ら
炭
を
運

ん
だ
。
男
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

は
、
勿
論
カ
マ
ス
入
り
の
塩
・

海
産
物
・
薪
・
炭
・
米
・
味
噌
の
日
用
品
を
運
ん
だ
。
商

い
に
な
る
魚
介
類
、
春
に
は
ナ
ガ
シ(

鰯
の
一
種)

、
初
夏

い
わ
し

に
は
ヒ
ダ
ラ(

干
鱈)

、
夏
に
は
昆
布
巻
き
に
欠
か
せ
な
い

ニ
シ
ン(

鰊)

、
秋
に
シ
オ
マ
ス(

塩
鱒)

、
正
月
近
く
に
は

年
取
り
魚
の
鰤
と
い
っ
た
按
配
で
あ
る
。
信
州
の
帰
り
荷

ぶ
り

は
、
米
麦
等
の
穀
類
・
野
菜
・
煙
草
・
麻
で
あ
る
。
退
館

際
「
塩
の
道
博
物
館
」
の
女
性
に
「
弾
誓
寺
」
を
聞
く
。

た
ん
せ
い
じ

「
弾
誓
寺
」
に
は
、
案
内
に
弾
誓
上
人
の
木
像
が
あ
る

た
ん
せ
い
じ

由
な
の
だ
が
、
堂
の
外
か
ら
は
見
る
事
が
で
き
な
い
。
可

能
な
ら
住
職
に
聴
き
た
い
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
の
だ
が
、

玄
関
の
ベ
ル
を
押
し
て
も
人
の
気
配
が
な
い
。
止
む
無
く

賽
銭
を
上
げ
足
跡
の
み
残
し
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。
車
中
、

私
が
何
故
こ
の
寺
に
拘
泥
し
た
の
か
、
弾
誓
上
人
の
念
仏

と
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

の
縁
等
、
私
の
調
査
知
識
を
披
露
す
る
。
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「
住
職
は
そ
ん
な
故
事
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」

と
高
橋
君
が
私
に
疑
問
を
呈
す
る
。

国
道
１
４
８
号
線
沿
い
、
高
橋
君
ネ
ッ
ト
馴
染
の
女
性

店
主
の
店
、
喫
茶
店
「
ぷ
う
」
に
立
寄
り
軽
食
を
執
る
。

郷
土
が
生
ん
だ
ス
キ
ー
五
輪
選
手
荻
原
健
司
、
上
村
愛
子

の
二
人
の
サ
イ
ン
入
り
色
紙
が
壁
に
架
っ
て
い
る
。
冬
に

は
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
店
に
立
寄
る
の
で
あ
ろ
う
。

車
を
店
に
預
け
て
、
歩
い
て
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
信
濃
森
上
駅

か
ら
二
両
電
車
に
乗
り
、
南
小
谷
駅
下
車
す
る
。
乗
り
手

少
な
い
ワ
ン
マ
ン
電
車
で
あ
る
。
駅
か
ら
姫
川
を
横
切
る

橋
を
渡
り
、
坪
山
の
急
な
登
り
、
土
倉
、
宮
下
、
千
国
、

沓
掛
と
経
由
し
て
松
沢
迄
、
随
所
に
石
仏
が
あ
る
通
称
千

国
コ
ー
ス
「
塩
の
道
」
約
十
数
㎞
の
始
ま
り
で
あ
る
。

坪
山
・
庚
申
塔
、
小
土
山
石
仏
か
ら
細
い
山
道
、
大
別

当
石
仏
、
小
谷
中
学
裏
の
源
長
寺
の
参
道
口
に
三
十
三
体

の
石
仏
、
宮
下
石
仏
等
、
無
数
の
野
仏
に
遭
遇
す
る
。

の
ぼ
と
け

東
海
道
や
中
山
道
等
と
異
な
り
、
派
手
な
大
名
行
列
は

無
論
、
物
見
遊
山
や
参
詣
の
旅
人
も
居
な
い
物
資
運
搬
の

生
活
の
間
道
、
塩
と
海
産
物
、
そ
の
荷
の
帰
り
に
豆
・
煙

草
・
麻
を
運
ぶ
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

や
牛
方
衆
、
冬
季
行
倒
れ

の
旅
人
や
牛
供
養
の
た
め
の
野
仏
と
い
う
説
も
あ
る
。
千

国
諏
訪
神
社
境
内
を
抜
け
た
辺
り
か
ら
Ｒ
４
３
３
を
道
成

り
に
行
く
、
復
元
さ
れ
た
千
国
番
所
跡
・
千
国
の
庄
資
料

館
は
今
の
旅
人
の
訪
れ
る
者
も
無
く
休
館
中
で
あ
る
。

千
国
番
所
跡
の
石
碑
脇
の
石
に
都
都
逸
一
句
。

蟻
も
通
れ
ぬ
千
国
の
関
を

夢
は
巧
み
に
抜
け
て
い
く
・
・
禅
心

殆
ど
我
々
以
外
「
塩
の
道
」
紀
行
の
旅
人
に
出
逢
わ
ず
、

所
々
の
「
塩
の
道
」
道
標
に
ホ
ッ
ト
す
る
。
農
家
の
人
も

関
心
を
示
さ
ず
、
犬
が
胡
散
臭
い
我
々
を
み
て
吠
え
る
。

親
坂
の
石
仏
の
辺
り
か
ら
再
び
険
し
い
山
道
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
は
坂
の
難
所
で
あ
っ
た
由
、
重
荷
を
背
負
っ

た
牛
が
歩
き
易
い
よ
う
に
と
、
幅
二
㍍
余
り
の
道
に
敷
石

が
残
っ
て
い
る
。
登
勾
配
の
道
を
水
が
滴
り
流
れ
、
脇
に

牛
つ
な
ぎ
石
の
表
示
、
巨
石
を
穿
っ
た
穴
に
牛
の
手
綱
を

結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
？
弘
法
の
清
水
、
牛
や
牛
方
等
旅

人
が
咽
を
潤
し
た
冷
水
が
山
か
ら
滾
々
と
湧
き
出
す
。

こ
ん
こ
ん

冷
水
を
口
に
含
み
暫
し
休
憩
の
後
、
牛
方
宿
へ
向
か
う
。

高
橋
君
が
、
二
十
数
年
前
会
社
の
広
報
担
当
時
代
に
取

材
で
ふ
ら
り
と
泊
り
、
牛
方
宿
六
代
目
民
宿
の
主
人
千
国

徳
重
さ
ん(

当
事
七
十
六
歳)

と
談
笑
し
、
可
愛
く
元
気
な

孫
娘
二
人
の
印
象
が
残
っ
て
い
る
と
昔
を
語
る
。

沓
掛
茶
屋
で
五
度
目
の
休
憩
で
あ
る
。
旅
人
を
泊
め
て

い
た
古
い
民
家
を
買
い
取
り
夏
場
の
み
営
業
し
て
い
る
由
。

途
中
我
々
が
出
会
っ
た
旅
人
は
僅
か
二
人
だ
っ
た
が
、
茶

屋
女
将
が
迎
え
た
今
日
の
客
は
、
我
々
を
含
め
三
人
と
笑

い
な
が
ら
語
る
。
そ
の
話
を
肴
に
地
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
沓

掛
茶
屋
を
辞
し
、
だ
ら
だ
ら
と
高
原
を
行
く
、
高
遠
石
工

が
彫
っ
た
と
い
う
前
庭
の
弘
法
大
師
坐
像
に
守
ら
れ
る
か

の
よ
う
に
、
赤
い
前
垂
れ
の
百
体
観
音
像
が
居
並
ぶ
。

松
沢
口
バ
ス
停
に
到
着
。
今
夜
泊
る
予
定
の
白
馬
岩
岳

い
わ
た
け

の
民
宿
の
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ア
ル
プ
の
女
将
に
携
帯
電
話
す
る
。

親
切
な
女
将
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。
バ
ス
道
を
十

分
で
下
る
。
喫
茶
店
「
ぷ
う
」
に
寄
り
、
預
け
た
車
に
乗

換
え
て
予
約
の
岩
岳
の
民
宿
に
着
い
た
。
店
の
名
「
ぷ
う
」

と
は
最
初
可
笑
し
な
名
だ
と
思
っ
た
が
、
大
風
や
悪
霊
・

病
魔
を
防
い
で
く
れ
る
こ
の
付
近
の
風
切
地
蔵
の
話
を
聞

き
、
こ
の
界
隈
は
風
が
強
い
の
だ
と
知
り
納
得
す
る
。

ヽ

高
橋
君
が
面
白
い
所
が
あ
る
と
い
っ
て
案
内
さ
れ
た
場

所
、
そ
れ
が
観
音
原
で
あ
っ
た
。
四
角
な
草
の
広
場
を
ぐ

か
ん
の
ん
ば
ら

る
ー
と
、
百
体
余
り
の
石
仏
が
取
囲
ん
で
い
る
。

案
内
板
に
〈
西
国
三
十
三
番
、
坂
東
三
十
三
番
、
秩

ば
ん
ど
う

父
三
十
四
番
を
合
わ
せ
た
百
体
と
弘
法
大
師
像
や
馬
頭

観
音
を
含
め
、
全
部
で
百
八
十
七
体
の
石
仏
が
芝
生
広

場
を
取
り
囲
む
よ
う
に
並
ぶ
。
製
作
年
な
ど
は
定
か
で

な
い
が
高
遠
石
工
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
旅
人
の
道
中
安

全
な
ど
を
願
っ
た
も
の
〉
と
あ
る
。

広
場
の
雰
囲
気
は
、
何
や
ら
妖
し
く
霊
気
が
充
満
し
て

い
る
。
ま
る
で
草
の
広
場
に
立
つ
と
、
供
養
の
霊
魂
が
笑

い
な
が
ら
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
る
よ
う
な
、
奇
妙
な
霊

場
の
中
に
居
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

今
回
「
塩
の
道
」
紀
行
の
最
大
の
収
穫
場
所
、
そ
れ
は

こ
の
観
音
原
で
あ
っ
た
。
何
故
こ
の
略
角
形
の
芝
の
原
が

あ
る
の
か
？
こ
の
街
道
に
足
跡
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
多

く
の
霊
魂
が
、
甦
っ
て
ハ
レ
の
日
に
一
同
に
会
す
る
広
場

だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？

こ
の
野
仏
の
囲
む
広
場

で
、
牛
方
や
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

の
旅
人
を
迎
え
て
人
々
は
、

何
か
祭
事
を
催
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？

今
回
の
観
音
原
の
妖
し
さ
を
作
品
に
ど
う
生
か
す
か
？

我
々
が
今
日
歩
い
た
の
は
、
全
工
程
の
ほ
ん
の
僅
か
な

旅
程
に
過
ぎ
な
い
。
夕
焼
け
の
茜
色
に
染
め
出
す
宿
場
脇

に
咲
く
芙
蓉
の
花
、
朽
ち
か
け
た
牛
方
宿
の
復
元
さ
れ
た

建
物
、
が
ら
ん
と
し
た
人
っ
子
一
人
居
な
い
千
国
の
庄
の

資
料
館
の
門
、
重
い
荷
駄
を
担
ぐ
牛
の
肥
爪
痕
を
重
ね
た

苔
生
し
た
敷
石
、
微
笑
み
を
残
し
な
が
ら
や
が
て
石
く
れ

と
な
っ
て
路
傍
に
立
ち
尽
く
す
石
仏
、
雑
木
林
を
渡
る
峡

谷
の
風
、
あ
で
や
か
に
野
を
舞
う
名
も
知
ら
ぬ
蝶
の
戯
れ
・
・
・
。

深
夜
私
は
、
民
宿
の
女
将
と
一
緒
に
飲
ん
だ
麦
焼
酎
で

酔
っ
た
朧
な
脳
裏
に
、
昔
荷
杖
棒
を
片
手
に
し
て
、
集
団

ニ
ズ
ン
ボ
ウ

で
行
動
す
る
牛
方
や
ボ
ッ
カ(

歩
荷)

の
喘
ぎ
声
を
時
に
聞

き
、
街
道
筋
の
そ
う
し
た
光
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

今
日
の
泊
り
の
岩
岳
の
民
宿
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ア
ル
プ
で
携
帯

し
た
小
型
パ
ソ
コ
ン
の
キ
イ
を
朝
ま
で
叩
い
て
い
た
。

翌
日
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
い
で

白
馬
栂
池
自
然
園
を
訪
れ
た
。
民
宿
の
女
将
の
勧
め
も
あ
っ

て
浮
島
湿
原
ま
で
足
を
の
ば
し
、
遅
い
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

の
群
生
を
楽
し
ん
で
き
た
。

了
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